
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1187   2021 年 8 月 29 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳明美    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  清水由可   11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  10 わがたまたたえよ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 イザヤ書 7:3~4 

   マルコによる福音書 5:25~34 

讃 美 歌 500 みたまなるきよきかみ 

説  教 『 神の御働きが私たちの信仰 』 

祈  禱 

讃 美 歌  Ⅱ-156 めさめよ、わがたま 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱   後  奏        

 「わたしたちは、何も持たずに世に生まれ、世を去るときは何も持って行くことができない(Ⅰﾃﾓﾃ

6:7)」。同じような格言は世界中にあり、「人間本来無一物」という漢語はよく知られている。ただこ

れはもともと禅の言葉で、「一切は〝空〟執着すべきものは無い」の謂。いささか角度が違うか。 

「何も持たずに生まれ、何も持たずに世を去る」。そりゃそうだが、本当だろうか。刑務所での個別

教誨で、少年院も含めて受刑生活 20 年以上という人たちと出会った。彼らから子供時代の過酷さを

聞くと、「何も持たずに生まれ～」という口調がきれいごとに思えてしまう。「～何も持たずに世を去

る」も、人間の死に方には差があるんじゃないかと感じて、どうも腑に落ちない。現実をよくよく見

てみると、分かったような語り口で「何も持たずに生まれ～」などと、とても言えるものではない。 

 「さて、ここに十二年間も出血の止まらない女がいた。多くの医者にかかって、ひどく苦しめられ、

全財産を使い果たしても何の役にも立たず、ますます悪くなるだけであった(ﾏﾙｺ 5:25~26)」。女には

幾ばくかの財産があったが、高額医療費の支払いで無一物になった。つまり「何も持たずに世に生ま

れた」状況になった。そこからイエスの衣の端に触れ(5:27)、癒された(5:29)。イエスがおこなったと

いうより、イエスの内部からふいに発出した聖霊によって癒されたのだ(5:30)。これら一連の出来事

についてイエスは、「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい(5:34)」と祝福した。 

 イエスは、無一物に等しい精神や身体の障害を癒し、おびただしい病を癒した。「信仰」がその人を

癒す。信仰とは、人間の生き方でも志でもない。無一物なあの女のようにひっそりと、イエスでさえ

分らぬほどに後ろから、そっと「手を伸ばす」こと。金や地位、学識や経験、道徳や教会への奉仕な

どまるで関係ない。信仰とは、一人ひとりの状況に応じて必ず働かれる神の業。その神の業を、人間

の側から「信仰」と呼ぶ。ただ手を伸ばせば、それが「あなたの信仰(5:34)」として分る形になる。 

 「わたしたちは、何も持たずに世に生まれ、世を去るときは何も持って行くことができない(Ⅰﾃﾓﾃ

6:7)」。まさにこの通り、これで充分、これが一番。「命」があることと、「信仰」があることは同義。

イエスは、命を削りながらも信仰を無一物な者に与え、御自分の命で「私の肩代わり」をしてくれた。 

主なる神は「ユダの王アハズに告げよ」と預言者イザヤに命じた (ｲｻﾞﾔ 7:3~4)。「落ち着いて、静か

にしていなさい。恐れることはない～この二つの燃え残ってくすぶる切り株のゆえに心を弱くしては

ならない(7:4)」。神の働きを「受け取る」信仰があるのだから、心は弱くならないはずだろう、と。

ヘブライ語の「信仰=emunah」とは、どんな時もゆるぎない神の真実の前に立つこと(25:1)。「アーメ

ン=まったくその通り」と唱える私たちキリスト者の応答も、この信仰という言葉に由来している。 

コロナ感染がじわじわ不気味に広がっている。教会は出来うることを最大限試みながら、神の働き

である信仰を受け取り、心を弱らせず、落ち着いて癒しの機会を待つ(7:4)。何も手筈が無くとも、私

たちは手を伸ばしてキリストのどこかに触れる。すると神の霊は最良の形で必ず働かれる(ﾏﾙｺ 5:30)。 

一心に手を伸ばすと 聖霊の風が吹き状況を変化させる こちらの期待通りとは限らない つまり

変化とは 期待の領域に納まらない真実 救いは願望の成就ではない 想像しえない光が私に灯る 

次主日 9/5 の礼拝後に役員会を開きます。新役員の皆さんは出席して下さい。本日 14:00～松本の

波田教会の特別集会に Zoom 参加します。関心ある方はどうぞ。牧師の動き:9/2 刑務所で集合教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


